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Ⅰ  法人の概要  

１  建 学 の 精 神 ・ 教 育 理 念  

本 学 は 、建 学 の 精 神「 花 咲 け 、薬 学・生 命 科 学 」を 基 盤 と し 、大 学 の 理 念

や 基 本 方 針 を 踏 ま え 、教 育 研 究 上 の 目 的 を「 本 学 は 教 育 基 本 法 及 び 学 校 教 育

法 の 主 旨 に 従 い 、ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 精 神 に 基 づ い て 、視 野 の 広 い 、心 豊 か な

人 材 を 育 成 し 、薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 領 域 に お け る 教 育 と 研 究 を 通 じ て 、人

類 の 福 祉 と 世 界 の 平 和 に 貢 献 す る こ と を 目 的 と す る 」と 定 め て い ま す 。さ ら

に 、 教 学 経 営 に お け る 三 つ の 方 針 「 学 位 授 与 の 方 針 (デ ィ プ ロ マ ポ リ シ ー )、

教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 (カ リ キ ュ ラ ム ポ リ シ ー )及 び 入 学 者 受 入 方 針 (ア

ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー ）」 を 制 定 し 、 教 育 力 の 向 上 と 活 性 化 に 向 け て 全 学 的

に 取 組 ん で い く と と も に 、研 究 面 に お い て は 、薬 学 、生 命 科 学 領 域 の 最 先 端

の 研 究 活 動 を 展 開 す る こ と で 、革 新 的・創 造 的 な 研 究 成 果 を 生 み 出 し 、こ れ

を 広 く 社 会 に 還 元 す る こ と を 目 指 す 等 、本 学 の 教 育 研 究 機 関 と し て の 社 会 的

な 役 割 を 果 た し て い く も の と し て い ま す 。  

生 涯 に わ た り 学 び 続 け 、主 体 的 に 物 事 を 捉 え 、い か な る 状 況 に お い て も 対

応 で き る 課 題 探 求・問 題 解 決 能 力 を 有 し 、そ の 根 幹 を 支 え る た め の 豊 か な 人

間 性 と 社 会 的 責 務 を 果 た す に 必 要 な 高 い 使 命 感 や 倫 理 観 を 併 せ 持 っ た 人 材

を 育 成 、輩 出 し 、社 会 か ら の 要 請 に 応 え て い く た め 、本 学 は 教 育 研 究 活 動 等

を 展 開 し 、薬 学 、生 命 科 学 分 野 の 領 域 に お い て 揺 る ぎ な い 地 位 を 堅 持 す べ く

不 断 の 改 革 を 進 め て い ま す 。  

【 大 学 の 理 念 】  

   「 ヒ ュ ー マ ニ ズ ム の 精 神 に 基 づ い て 、視 野 の 広 い 、心 豊 か な 人 材 を 育 成 し 、

薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 領 域 に て 、 人 類 の 福 祉 と 世 界 の 平 和 に 貢 献 す る 。」  

【 基 本 方 針 】  

・ 学 生 中 心 の よ り 良 い 教 育 環 境 を 提 供 し 、 学 生 の 学 ぶ 権 利 を 尊 重 す る 。  

・ 倫 理 の 高 揚 を 踏 ま え つ つ 、 学 問 に 裏 づ け ら れ た 質 の 高 い 教 育 を 目 指 し 、

薬 学 並 び に 生 命 科 学 の 分 野 で 意 欲 的 か つ 高 い 能 力 の あ る 人 材 を 育 成 す る 。 

・ 地 域 及 び 職 域 の 教 育 機 関 と し て 医 療 機 関 及 び 研 究 機 関 と の 連 携 を 密 に し

て 、 地 域 及 び 職 域 に 貢 献 で き る 学 校 経 営 に 努 め る 。  

・ 教 職 員 一 人 ひ と り が 常 に 研 鑽 し 、 自 ら の 成 長 と 学 生 の 学 ぶ 姿 に 喜 び を 感

じ る 大 学 を 創 る 。  

 

２  学 校 法 人 の 沿 革  

1880(明 治 13)年  旧 丸 岡 藩 医 、 文 部 省 属 ・ 藤 田 正 方 が 薬 学 教 育 を 企 画 、  

本 所 区 亀 沢 町 に 東 京 薬 舗 学 校 を 創 立  

1883(明 治 16)年  東 京 薬 学 校 と 改 称 、 神 田 区 岩 本 町 に 移 転  

1886(明 治 19)年  大 河 寛 之 助 ら 薬 学 講 習 所 を 神 田 区 美 土 代 町 に 開 設  

1888(明 治 21)年  上 記 ２ 施 設 を 合 併 、 私 立 薬 学 校 を 創 設 、 下 山 順 一 郎 が

校 長 に 就 任 （ 11月 6日 ： 本 学 創 立 記 念 日 ）  
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1889(明 治 22)年  下 谷 区 西 町 (現 台 東 区 )に 校 舎 を 移 転  

1897(明 治 30)年  下 谷 区 上 野 桜 木 町 (現 台 東 区 )に 校 舎 を 新 築 移 転  

1900(明 治 33)年  私 立 東 京 薬 学 校 と 改 称  

1917(大 正  6)年  専 門 学 校 令 に 基 づ く 東 京 薬 学 専 門 学 校 を 設 立  

1928(昭 和  3)年  校 舎 を 豊 多 摩 郡 淀 橋 町 柏 木 に 新 築 移 転  

1929(昭 和  4)年  桜 木 町 旧 校 舎 に 上 野 女 子 薬 学 校 を 設 立  

1931(昭 和  6)年  上 野 女 子 薬 学 校 を 東 京 薬 学 専 門 学 校 女 子 部 と 改 称  

1949(昭 和 24)年  東 京 薬 学 専 門 学 校 と 同 女 子 部 を 併 せ 、東 京 薬 科 大 学 と

し て 発 足  

1951(昭 和 26)年  私 立 学 校 法 に よ る 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学 設 立  

1963(昭 和 38)年  大学院薬学研究科薬学専攻博士前期課程 (修士課程 )設置  

1964(昭 和 39)年  薬 学 部 製 薬 学 科 設 置  

1965(昭 和 40)年  薬 学 部 衛 生 薬 学 科 設 置  

大学院薬学研究科薬学専攻博士後期課程 (博士課程 )設置  

1976(昭 和 51)年  専 攻 科 (医 療 薬 学 専 攻 )設 置  

八 王 子 キ ャ ン パ ス へ 男 子 部 、 女 子 部 と も 全 学 移 転  

1980(昭 和 55)年  創 立 100周 年 記 念 式 典  

1981(昭 和 56)年  大 学 院 薬 学 研 究 科 医 療 薬 学 専 攻 (修 士 課 程 )設 置  

1982(昭 和 57)年  専 攻 科 (医 療 薬 学 専 攻 )廃 止  

1994(平 成  6)年  生 命 科 学 部 (分 子 生 命 科 学 科 、 環 境 生 命 科 学 科 )設 置  

1998(平 成 10)年  大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 生 命 科 学 専 攻 博 士 前 期 課 程  

(修 士 課 程 )設 置  

2000(平 成 12)年  大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 生 命 科 学 専 攻 博 士 後 期 課 程  

(博 士 課 程 )設 置  

2004(平 成 16)年  薬 学 部  医 療 薬 学 科 、 創 薬 学 科 、 生 命 薬 学 科 に 改 組  

2006(平 成 18)年  薬 学 部 (６ 年 制 )  医 療 薬 学 科 、医 療 薬 物 薬 学 科 、医 療 衛

生 薬 学 科 設 置  

2007(平 成 19)年  生命科学部環境生命科学科を環境ゲノム学科に名称変更  

2008(平 成 20)年  生 命 科 学 部  2学 科 4コ ー ス 制 を 導 入  

2010(平 成 22)年  大 学 院 薬 学 研 究 科 薬 科 学 専 攻 (修 士 課 程 )設 置  

創 立 130周 年 記 念 式 典  

2012(平 成 24)年  大 学 院 薬 学 研 究 科 薬 学 専 攻 博 士 課 程 (４ 年 制 )設 置  

大学院生命科学研究科博士前期課程入学定員65名に変更  

一 般 財 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 所 設 立  

2013(平 成 25)年  生 命 科 学 部  生 命 医 科 学 科 設 置 、 3学 科 制 に 移 行  

2014(平 成 26)年  東京薬科大学附属社会医療研究センター・附属薬局開設  

2015(平 成 27)年  一般財 団法人 東京薬 科大学 附属ヘ ルスケ ア研究 所設立  
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３  設 置 す る 学 校 ･学 部 ･学 科 等 の 名 称 及 び 入 学 定 員 ･学 生 数 等 の 状 況  

(1) 設 置 学 校  東 京 薬 科 大 学  

(2) 設 置 学 部 ･学 科 等  （ 平 成 27年 5月 1日 現 在 )  

学 部  学 科  入 学 定 員  収 容 定 員  在籍学生数(計) 

薬 学 部  医 療 薬 学 科     （ 6 年 制 ） 140  840    

  医 療 薬 物 薬 学 科（ 6 年 制 ） 140  840  2,685  

  医 療 衛 生 薬 学 科（ ６ 年 制 ） 140  840    

  小   計  420  2,520  2,685  

生 命 科 学 部  分 子 生 命 科 学 科  60  343    

  応 用 生 命 科 学 科  60  181    

  環 境 ゲ ノ ム 学 科  ‐ ‐ ‐  61  966  

  生 命 医 科 学 科  100  301    

  小   計  220  886   966 

学 部 合 計  640  3,406  3,651  
     

大 学 院 研 究 科  専 攻  入 学 定 員  収 容 定 員  在籍学生数(計) 

薬 学 研 究 科  薬 科 学 専 攻 修 士 課 程  5  10  7  

  薬 学 専 攻 博 士 課 程  10  40 35  

  小   計  15  50  42  

生命科学研究科  生命科学専攻博士前期課程  65  130  150  

           博士後期課程  10  30  27  

  小   計  75  160  177  

大 学 院 合 計  90  210  219  
     

総 計  （ 学 部 ＋ 大 学 院 ）  730  3,616  3,870  
※ 生命科学部は3年次に編入学定員を設定(各学科1名) 

平成25年4月から生命科学部では環境ゲノム学科を応用生命科学科へ名称変更、また生命医科学科を設置 
平成24年4月から薬学専攻博士後期課程の募集を停止し、博士課程(4年制)を設置 

(3) 入 学 者 数 （ 平 成 27年 度 ）  

学  部  
入 学 定 員  入 学 者 数  

男 子  女 子  編入学  計  男 子  女 子  編入学  計  

薬 学 部  210 210 －  420 210 244 －  454 

生命科学部 220 3 223 250 0 250 

合  計  ―  643 ―  704 
 

大 学 院  専  攻  入 学 定 員  入 学 者 数  

薬 学 研 究 科  

薬科学専攻  修 士 課 程  5 4 

薬 学 専 攻  博 士 課 程  10 12 

計  15 16 

生命科学研究科 
生 命 科 学 専 攻  

博 士 前 期 課 程  65 79 

博 士 後 期 課 程  10 13 

計  75 92 

合  計   90 108 
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４  組 織 （ 学 校 法 人 東 京 薬 科 大 学  組 織 図 ）  （ 平 成 27年 5月 1日 現 在 ）  

 

 

５  役 員 ・ 職 員 の 概 要  

(1) 役 員 （ 平 成 28年 3月 31日 現 在 ）  

    【 理 事 】  理 事 長     今 西 信 幸  

                理 事 ・ 学 長   笹 津 備 規  

        常 務 理 事    内 野 克 喜 、 木 村 正 人 、 伊 東  晃  

        理 事      大 野 尚 仁 、深 見 希 代 子 、井 上 英 史 、大 倉 多 美 子 、  

               太 田   伸 、 須 藤 尚 義 、 山 村 喜 一  

       【 監 事 】  指 田  豊 、 田 村 精 子 、 渡 部 伯 留 彦  

 

 



- 5 - 

(2) 評 議 員 （ 平 成 28年 3月 31日 現 在 ）  

     笹 津 備 規 、 大 野 尚 仁 、 深 見 希 代 子 、 伊 東  晃 、 井 上 勝 央 、 井 上 英 史 、  

    畝 﨑  榮 、 染 野 栄 作 、 多 賀 谷 光 男 、 高 山 知 久 、 袴 田 秀 樹 、 平 塚  明 、  

平 野 俊 彦 、 増 井  孝 、 三 巻 祥 浩 、 明 石 貴 雄 、 荒 牧 り つ 、 今 西 信 幸 、  

大 倉 多 美 子 、 荻 野 構 一 、 小 野 田 順 子 、 楠  文 代 、 小 畑 美 和 子 、  

篠 原 久 仁 子 、津 田 雄 一 郎 、西 川  隆 、肥 田 義 光 、宮 原 富 士 子 、安 田 一 郎 、  

山 田 純 一 、 鈴 木  衞 、 佐 藤 光 史 、 宮 松 洋 信  

(3) 専 任 職 員 （ 平 成 27年 5月 1日 現 在 ）  

    教 育 職 員 ： 薬 学 部  

     教 授 (38) 准 教 授 (30) 講 師 (29) 助 教 (33) 助 手 (15) 計  145名  

       教 育 職 員 ： 生 命 科 学 部  

   教 授 (21) 准 教 授 (10) 講 師 (11) 助 教 (21) 助 手 (  0)   計   63名  

       教 育 職 員  合 計  

     教 授 (59) 准 教 授 (40) 講 師 (40) 助 教 (54) 助 手 (15)  計  208名  

       事 務 職 員   102名 （ 医 療 系 職 員 3名 ・ 技 術 系 職 員 1名 含 む ）  

 

６  平 成 28年 度 入 学 試 験 結 果  

【 学  部 】  

＜ 薬 学 部 ： 男 子 ＞                                                               

募 集 区 分   募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

指 定 校 制    68  69 69 

推 薦 入 試 (一 般 公 募 制 ・ 併 願 制 )  22  108 51 

Ａ Ｏ 入 試    20  56 21 

社 会 人 入 試    若 干 名  1 0 

帰 国 生 徒 特 別 選 抜 入 試  若 干 名  0 0 

一般入試Ａ方式 (センター試験利用 ) 15  340 41 

一 般 入 試 Ｂ 方 式 (前 期 )  65  740 182 

一 般 入 試 Ｂ 方 式 (後 期 )  20  267 42 

＜ 薬 学 部 ： 女 子 ＞   

募 集 区 分   募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

指 定 校 制    68  98 98 

推 薦 入 試 (一 般 公 募 制 ・ 併 願 制 )  22  229 73 

Ａ Ｏ 入 試    20  75 26 

社 会 人 入 試    若 干 名  1 0 

帰 国 生 徒 特 別 選 抜 入 試   若 干 名  0 0 

一般入試Ａ方式 (センター試験利用 ) 15  376 65 

一 般 入 試 Ｂ 方 式 (前 期 )   65  763 185 

一 般 入 試 Ｂ 方 式 (後 期 )   20  284 42 
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＜ 生 命 科 学 部 ＞  

募 集 区 分  学 科  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 
分子生命科学科   7 7 

指 定 校 制  応用生命科学科 32 10 10 

 
生 命 医 科 学 科    11 11 

推 薦 入 試  分子生命科学科 6 14 10 

(一般公募制・専願制) 応用生命科学科 6 6 6 

 
生 命 医 科 学 科  12 17 15 

推 薦 入 試  分子生命科学科 8 20 15 

(一般公募制・併願制) 応用生命科学科 8 32 25 

 
生 命 医 科 学 科  14 36 26 

 
分子生命科学科 若 干 名  0 0 

社 会 人 入 試  応用生命科学科 若 干 名  0 0 

 
生 命 医 科 学 科  若 干 名  0 0 

一 般 入 試 Ａ 方 式  分子生命科学科 5  140 35 

(センター試験利用 ) 応用生命科学科 5  182 46 

 
生 命 医 科 学 科  8  220 49 

 
分子生命科学科 25  293 122 

一 般 入 試 Ｂ 方 式  応用生命科学科 25  315 142 

 
生 命 医 科 学 科  38  364 167 

 
分子生命科学科 8  22 11 

一 般 入 試 Ｃ 方 式  応用生命科学科 8  39 12 

 
生 命 医 科 学 科  12  46 15 

【 大 学 院 】  

＜ 薬 学 研 究 科  薬 科 学 専 攻  修 士 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    5 6 6 
 
＜ 薬 学 研 究 科  薬 学 専 攻  博 士 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    10 16 16 
 

＜ 生 命 科 学 研 究 科  生 命 科 学 専 攻  博 士 前 期 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

推 薦 入 試    30 28 28 

一 般 入 試   35 46 37 

 飛 び 入 試   若 干 名  1 1 
 

＜ 生 命 科 学 研 究 科  生 命 科 学 専 攻  博 士 後 期 課 程 ＞  

募 集 区 分  募 集 人 員  志 願 者 数  合 格 者 数  

 一 般 入 試    10 6 6 
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７  学 位 授 与 状 況 （ 平 成 27年 度 卒 業 ・ 修 了 者 ）  

 
学 士  修 士  博 士  

薬 学 部 ・ 薬 学 研 究 科  344    3 14 

生 命 科 学 部・生 命 科 学 研 究 科  205 69    1 

計  549 72 15 

  ※ 博 士 学 位 授 与 者 に は 、 課 程 外 学 位 授 与 者 を 含 む  

 

８  進 路・就 職 状 況（ 平 成 27年 度 卒 業・修 了 者 ） （ 平 成 28年 3月 25日 現 在 ） 

  【 薬 学 部 】  

区分  進学  企業  薬局  
ﾄﾞﾗｯｸﾞ

ｽﾄｱ 
病院  研修生  公務員  その他  合計  

人数 15 65 99 59 106 2 10 12 368 

割合 4.1% 17.7% 26.9% 16.0% 28.8% 0.5% 2.7% 3.3% ― 

※ 人 数 に は 前 年 度 卒 業 延 期 者 も 含 む  
 

【 大 学 院 薬 学 研 究 科 】  

薬 科 学 専 攻 （ 修 士 課 程 ）  

区分  進学  企業  公務員  合計  

人数 0 3 0 3 

割合 0% 100% 0% ― 
 

薬 学 専 攻 （ 博 士 課 程 ）  

区分  企業  病院  公務員  その他  合計  

人数 1 2 2 1 6 

割合 16.7% 33.3% 33.3% 16.7% ― 

 

【 生 命 科 学 部 】  

区分  進学  企業  
中学・
高校  

公務員  その他  合計  

人数 102 86 6 8 3 205 

割合 49.8% 41.9% 2.9% 3.9% 1.5% ― 
 

【 大 学 院 生 命 科 学 研 究 科 】  

博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ）  

区分  進学  企業  公務員  その他  合計  

人数 5 59 5 0 69 

割合 7.2% 85.6% 7.2% 0% ― 
 

博 士 後 期 課 程 （ 博 士 課 程 ）  

区分  進学  企業  公務員  合計  

人数 0 0 1 1 

割合 0% 0% 100% ― 
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９  学 費 （ 平 成 27年 度 ）  

【 学 部 生 】  

対  象  費  目  等  金  額  備  考  

薬 学 部  

入  学  金   400,000 円    

施 設 費 (年 額 )   600,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

授 業 料 (年 額 )  1,340,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

生 命 科 学 部  

入  学  金   260,000 円    

施 設 費 (年 額 )   480,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

授 業 料 (年 額 )  1,110,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  
 

【 大 学 院 生 】  

対  象  費  目  等  金  額  備  考  

薬 学  

研 究 科  

入  学  金  150,000 円  
 

修 士 課 程  
施 設 費 (年 額 )  228,000 円  

入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  882,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

博 士 課 程  
施 設 費 (年 額 )  200,000 円  

入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  440,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

生 命 科 学

研 究 科  

入  学  金  150,000 円    

博 士  

前 期 課 程  

施 設 費 (年 額 )  200,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  920,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  

博 士  

後 期 課 程  

施 設 費 (年 額 )  200,000 円  
入 学 年 次 の み 納 入    

本 学 出 身 者 は 免 除  

授 業 料 (年 額 )  440,000 円  平 成 27年 度 入 学 生  
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Ⅱ  事業の概要  

本 学 建 学 の 精 神 を 基 盤 と し 、 本 学 の 理 念 、 基 本 方 針 を 踏 ま え 、 教 育 研 究 の

一 層 の 進 展 に 向 け て 、 環 境 整 備 及 び 学 生 サ ー ビ ス の 充 実 等 に 効 果 的 な 資 源 配

分 が な さ れ る よ う 事 業 を 推 進 し て い ま す 。平 成 27 年 度 に 実 施 し た 学 校 法 人 、

大 学 に お け る 主 な 事 業 を 次 の と お り 報 告 い た し ま す 。  

 

１  教 育 改 革 の 推 進  

(1) 学 部 教 育  

薬 学 部 に あ っ て は 、 平 成 27 年 度 1 年 生 か ら 導 入 さ れ た 薬 学 教 育 改 訂

モ デ ル・コ ア カ リ キ ュ ラ ム へ の 概 ね 円 滑 な 移 行 が 図 ら れ ま し た 。ま た 、薬

剤 師 国 家 試 験 の 全 員 合 格 を 目 指 し た 教 育 に つ い て 、学 生 の 意 識 改 革 の 促 進 、

学 部 ス ケ ジ ュ ー ル の 見 直 し に 努 め る な ど 、種 々 の 対 策 を 講 じ ま し た 。生 命

科 学 部 に あ っ て は 、 3 学 科 体 制 の 3 年 目 に あ た り 、 学 生 の 能 動 的 な 学 修

を 促 進 す る た め 、学 生 FD 活 動 を 展 開 す る な ど 、学 生 の 学 習 意 識 の 向 上 と

学 習 環 境 の 改 善 に 取 組 む と と も に 、教 職 課 程 の 運 営 体 制 の 更 な る 充 実 に 努

め ま し た 。  

第 101 回 薬 剤 師 国 家 試 験 結 果 （ 本 学 薬 学 部 ）  

6 年 制 卒 業 生 （ 新 卒 ）  

受 験 者 数 344 名  合 格 者 数 316 名  合 格 率 91.86％  

（ 参 考 ） 私 立 大 学 平 均 合 格 率 （ 6 年 制 卒 業 生 (新 卒 )） 85.72％  

全 国 平 均 合 格 率 （ 6 年 制 卒 業 生 (新 卒 )） 86.24％  

(2) 大 学 院 教 育  

薬 学 研 究 科 で は 、 平 成 27 年 度 に 4 年 制 博 士 課 程 初 の 修 了 者 を 社 会 に

輩 出 す る こ と を 踏 ま え 、学 位 審 査 等 の 規 定 に つ い て 所 要 の 見 直 し を 行 い ま

し た 。ま た 、生 命 科 学 研 究 科 で は 、博 士 後 期 課 程 に て コ ー ス ワ ー ク を 適 切

に 組 み 合 せ た カ リ キ ュ ラ ム 構 築 に 向 け 取 組 み を 進 め ま し た 。さ ら に 、研 究

者 と し て 必 要 な 倫 理 教 育（ コ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 会 、テ キ ス ト 配 付 等 ）を

行 い 、 研 究 の 不 正 行 為 等 が 発 生 し な い 土 壌 作 り に 努 め ま し た 。  

(3) 文 部 科 学 省 ・ 大 学 教 育 改 革 支 援 事 業 の 実 施  

文 部 科 学 省 ・ 大 学 教 育 改 革 支 援 事 業 の 実 施 に も 継 続 し て あ た り ま し た 。 

〔 平 成 27 年 度 に 実 施 し た 文 部 科 学 省 大 学 教 育 改 革 の 支 援 事 業 〕  

・ が ん プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル 養 成 基 盤 推 進 プ ラ ン （ 大 学 院 薬 学 研 究 科 関 係 ） 

平 成 24 年 度 ～ （ 4 年 目 ）  

東 京 医 科 歯 科 大 学 、秋 田 大 学 、東 京 医 科 大 学 、東 京 工 業 大 学 、弘 前 大 学

と の 共 同 実 施  

・ 私 立 大 学 教 育 研 究 活 性 化 設 備 整 備 事 業 （ 学 部 関 係 ）  

平 成 24 年 度 補 助 金 交 付 、 平 成 25 年 度 以 降 活 動 継 続 実 施  

     東 京 理 科 大 学 、 慶 応 義 塾 大 学 、 北 里 大 学 、 明 治 薬 科 大 学 と の 共 同 実 施  

(4) 寄 附 講 座 の 運 営  

平 成 26 年 度 に 開 設 し た ウ エ ル シ ア ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 の 寄 附
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講 座「 和 漢 薬 物 学 講 座 」を 本 学 教 育 研 究 の 多 様 化 、活 発 化 に 資 す る 取 組 み

と し て 継 続 的 に 展 開 し ま し た 。  

 

２  教 育 研 究 活 動 の 推 進  

科 学 研 究 費 補 助 金 、受 託 研 究 費 、ま た 、文 部 科 学 省 の 各 種 支 援 事 業 等 、競

争 的 外 部 資 金 の 獲 得 、拡 充 に 努 め 、財 務 体 質 の 強 化 も 踏 ま え る と と も に 、当

該 研 究 費 の 運 営・管 理 体 制 に も 十 分 留 意 し 、教 育・研 究 活 動 を 推 進 し ま し た 。

ま た 、研 究 の 成 果 と し て 生 じ る 知 的 財 産 等 へ の 対 応 に つ い て は 、マ ネ ジ メ ン

ト 体 制 の 整 備 、知 識 向 上 を 目 的 と し た 講 習 会 の 開 催 、弁 理 士 と の 業 務 支 援 委

託 等 を 通 じ 、 特 許 ・ 知 財 業 務 基 盤 の 構 築 を 進 め ま し た 。  

(1) 文 部 科 学 省 「 私 立 大 学 戦 略 的 研 究 基 盤 形 成 支 援 事 業 」 選 定  

本 事 業 は 、各 私 立 大 学 の 経 営 戦 略 に 基 づ い て 行 う 研 究 基 盤 の 形 成 を 支 援

す る た め 、最 先 端 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト に 対 し て 重 点 的 か つ 総 合 的 に 補 助 が

行 わ れ る も の で あ り 、 平 成 27 年 度 、 本 学 か ら は 2 件 の 研 究 プ ロ ジ ェ ク

ト が 選 定 さ れ ま し た 。  

研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 名  

① ペ プ チ ド 工 学 と DDS 技 術 を 基 盤 と し た 筋 疾 患 に 対 す る 統 合 創 薬 の 研

究 拠 点 形 成  

② 健康で豊かな生活を実現するスマートタンパク質工学戦略的研究拠点  

(2) 主 な 競 争 的 外 部 資 金 等 の 獲 得 状 況 （ 平 成 27 年 度 ）  

① 科 学 研 究 費 助 成 事 業 （ 科 研 費 ）  研 究 代 表 者 と し て 採 択 分  

研  究  種  目  件 数  金 額 (千 円 )  

新 学 術 領 域 研 究 (国 際 共 同 研 究 加 速 基 金 )  1 9,100 

新 学 術 領 域 研 究 (研 究 領 域 提 案 型 )  10 70,900 

基 盤 研 究 (A)(一 般 )  1 9,000 

基 盤 研 究 (B)(一 般 )  7 34,700 

基 盤 研 究 (C)(一 般 )  43 54,300 

挑 戦 的 萌 芽 研 究  4 4,700 

若 手 研 究 (A) 1 3,600 

若 手 研 究 (B) 24 26,729 

特 別 研 究 員 奨 励 費  1 900 

合   計  92 213,929 
 

② 採 択 制 ・ 外 部 研 究 資 金 （ 委 託 事 業 等 ）  

事 業 等 名  補 助 ・ 助 成 者  研究費(千円) 

精神・神経疾患研究開発費  
国立研究開発法人国立精神・神経医療研

究センター  
1,000  

戦略的創造研究推進事業  

(個人型研究 (さきがけ )) 
国立研究開発法人科学技術振興機構  15 ,600 

戦略的創造研究推進事業  

(チーム型研究 (CREST)) 
国立研究開発法人科学技術振興機構  23 ,400 

革新的先端研究開発支援事業  国立研究開発法人日本医療研究開発機構  10 ,920 
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グリーン・サステイナブルケミカルプロセス

基盤技術開発  

国立研究開発法人新エネルギー・産業技

術総合開発機構  
47 ,750 

食品産業科学技術研究推進事業委託事業  農林水産省  9 ,300 

創薬支援推進事業・創薬総合支援事業  国立研究開発法人日本医療研究開発機構  16 ,553 

創薬基盤推進研究事業  国立研究開発法人日本医療研究開発機構  520 

革新的バイオ医薬品創出基盤技術開発事業  国立研究開発法人日本医療研究開発機構  19 ,554 

難治性疾患実用化研究事業  国立研究開発法人日本医療研究開発機構  1 ,370 

学術振興資金  日本私立学校振興・共済事業団  2 ,000 

学術振興資金 (若手 ) 日本私立学校振興・共済事業団  500 

医療研究開発推進事業費補助金  

(創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業 ) 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構  21 ,202 

医療研究開発推進事業費補助金  

(創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業 ) 
国立研究開発法人日本医療研究開発機構  4 ,104 

戦略的創造研究推進事業  

(チーム型研究 (CREST)) 
国立研究開発法人科学技術振興機構  2 ,600 

次世代がん治療推進専門家養成プラン  文部科学省  680 

                       合   計                  １ ６ 件  177 ,053 

 

③ 私 立 大 学 等 経 常 費 補 助 金  

 

 

 

 
 

④ 文 部 科 学 省 補 助 金 （ 施 設 、 設 備 ）  

・ 自 動 ペ プ チ ド 合 成 機  

私 立 大 学 戦 略 的 研 究 基 盤 形 成 支 援 事 業（ 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費

等 補 助 金 ） 選 定   補 助 金 交 付 額 7,999 千 円  

・ フ ロ ア 型 超 遠 心 機     

私 立 大 学 戦 略 的 研 究 基 盤 形 成 支 援 事 業（ 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費

等 補 助 金 ） 選 定   補 助 金 交 付 額 3,585 千 円  

・ 超 遠 心 機 シ ス テ ム  

     私 立 大 学 戦 略 的 研 究 基 盤 形 成 支 援 事 業（ 私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費

等 補 助 金 ） 選 定   補 助 金 交 付 額 3,989 千 円  

・ 教 育 １ 号 館 1102 他 5 講 義 室 天 井 耐 震 補 強 工 事  

     私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 耐 震 改 修 工 事 ） 選 定  

   補 助 金 交 付 額 10,800 千 円  

・ 共 焦 点 レ ー ザ ー 走 査 型 顕 微 鏡   

私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 教 育 研 究 装 置 ） 選 定  

補 助 金 交 付 額 14,999 千 円  

・ 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ /ト リ プ ル 四 重 極 型 質 量 分 析 計  

     私 立 学 校 施 設 整 備 費 補 助 金 （ 教 育 研 究 装 置 ） 選 定  

補 助 金 交 付 額 13,940 千 円  

区  分  補 助 金 額 (千 円 )  

一 般 補 助  646,920  

特 別 補 助  131,019  

合  計  777,939 
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(3) 公 的 研 究 費 の 管 理 ・ 運 営 、 研 究 不 正 防 止 体 制 の 強 化  

文 部 科 学 省 策 定 の ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 、本 学 関 連 規 程 等 に つ い て 所 要

の 改 正 を 実 施 し 、 検 収 制 度 の 強 化 な ど 、 よ り 適 切 な 研 究 費 の 管 理 ・ 運 営 、

研 究 不 正 防 止 体 制 の 構 築 を 行 い ま し た 。  

(4) 図 書 館 ・ 情 報 セ ン タ ー の 情 報 活 用  

平 成 27 年 10 月 よ り 、海 外 か ら 行 わ れ る 電 子 ジ ャ ー ナ ル・デ ー タ ベ ー

ス (EJ・ DB)等 の サ ー ビ ス の 提 供 に つ い て 消 費 税 が 課 税 さ れ る こ と と な り

ま し た 。本 学 で は 図 書 館・情 報 セ ン タ ー 委 員 会 に よ り 現 状 の 見 直 し を 行 い 、

次 年 度 の 契 約 に 向 け 選 定 方 針 を 定 め る な ど 、EJ・DB の 費 用 対 効 果 を 考 慮

し た 効 率 的 運 用 を 図 り ま し た 。  

 

３  社 会 貢 献 ・ 地 域 貢 献  

薬 用 植 物 園 の 公 開 講 座 と 見 学 会 を 定 期 開 催 し 、 東 京 都 最 大 の 規 模 （ 約

41,000 ㎡ ）を 誇 り 、本 学 生 涯 学 習 の 重 要 な 施 設 と も な る 同 園 の 積 極 的 活 用

に 努 め ま し た 。ま た 、近 隣 自 治 体 と の 連 携 に お い て は 、大 学 コ ン ソ ー シ ア ム

八 王 子 の 各 種 連 携 事 業 へ の 参 画 を 行 う と と も に 、特 に 平 成 27 年 度 に は 、八

王 子 市 等 と の 間 で 次 の 協 定 を 締 結 し 、地 域 の 課 題 解 決 や 活 性 化 の た め 幅 広 い

分 野 で 連 携 、 協 力 の 強 化 を 図 る こ と と な り ま し た 。  

平 成 27 年 12 月  八 王 子 市 と 「 包 括 連 携 協 定 」 を 締 結  

平 成 28 年 3 月   八 王 子 市 、八 王 子 消 防 署 と「 災 害 時 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 に 関 す る 協 定 」 を 締 結  

さ ら に 、 東 海 大 学 医 学 部 付 属 八 王 子 病 院 と の 間 に 、 平 成 27 年 8 月 「 地

域 交 流 事 業 協 定 」を 締 結 し 、地 域 の た め の 協 働 事 業 等 に 取 組 む と と も に 、災

害 対 応 の 一 翼 も 担 う 活 動 を 展 開 し て い く こ と に な り ま し た 。  

ま た 、 本 学 は 、 薬 剤 師 再 教 育 の た め の 卒 後 教 育 講 座 を 1974（ 昭 和 49）

年 か ら 行 っ て お り 、薬 剤 師 の 再 教 育 の 重 要 性 が 益 々 高 ま っ て い る 現 状 を 踏 ま

え 、 そ の 知 識 ・ 技 能 の 研 鑽 の 機 会 を 継 続 的 に 提 供 し ま し た 。  

(1) 公 開 講 座 の 実 績  

① 薬 用 植 物 園 公 開 講 座 （ 6 月 ・ 9 月  年 2 回 開 催 ）  

6 月 ： や さ し く わ か る 漢 方 の 知 識  （ 山 田 陽 城  薬 学 部 教 授 ）  

薬 に な る 花  （ 指 田  豊  名 誉 教 授 ）  

9 月 ： 身 近 な 薬 草 の 効 用 と 利 用 法  （ 指 田  豊  名 誉 教 授 ）  

※  公 開 講 座 の 開 催 状 況 は 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載  

http://www.toyaku.ac. jp/plant 

② 大 学 コ ン ソ ー シ ア ム 八 王 子 ： 八 王 子 学 園 都 市 大 学 へ 各 種 講 座 の 提 供  

一 般 講 座 （ 4 月 ）  

薬 草 の 正 し い 知 識 と 使 い 方  ～ 八 王 子 に 見 ら れ る 薬 草 ～  

                              （ 指 田  豊  名 誉 教 授 ）  

一 般 講 座 （ 9 月 ）  

秋 の 七 草 と 八 王 子 の 薬 草        （ 指 田  豊  名 誉 教 授 ）  

http://www.toyaku.ac.jp/plant
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公 開 講 座 （ 6 月 ）  

細 胞 死 が 支 え る 生 命  ～ 免 疫 に お け る 細 胞 の 生 と 死 ～  

                           （ 田 中 正 人  生 命 科 学 部 教 授 ）  

ジ ェ ネ リ ッ ク 医 薬 品 は な ぜ 安 い の か  

～ 実 は 知 ら な い ！ ？  薬 の 値 段 の 付 け 方 に つ い て ～   

（ 益 山 光 一  薬 学 部 教 授 ）  

公 開 講 座 （ 9 月 ）  

食 の 安 全 と ヒ ト の 健 康  

～ ヒ ト の 健 康 を 脅 か す 食 品 汚 染 問 題 に つ い て ～  

    （ 藤 原 泰 之  薬 学 部 教 授 ）  

脳 は 世 界 を 再 構 築 す る  ～ 錯 視 、 海 馬 ・ 辺 縁 系 、 認 識 ～  

（ 宮 川 博 義  生 命 科 学 部 教 授 ）  

(2) 東 京 薬 科 大 学 卒 後 教 育 講 座 の 実 績  

主 催 ： 東 京 薬 科 大 学  

共 催 ： 一 般 財 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 所  

後 援 ： 一 般 社 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 同 窓 会 東 薬 会  

会 場 ： 東 京 医 科 大 学 病 院  臨 床 講 堂 （ 新 宿 ）  

第 247・ 248・ 249 回  春 期 講 座 （ 5・ 6・ 7 月 ）  9 講 座 実 施  

〔 講 師 〕  

東 京 医 科 大 学 八 王 子 医 療 セ ン タ ー  総 合 診 療 科  葦 沢 龍 人 教 授  

東 邦 大 学 薬 学 部 薬 事 法 学 研 究 室  秋 本 義 雄 准 教 授  

順 天 堂 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科  循 環 器 内 科 学  代 田 浩 之 教 授   

東 京 薬 科 大 学  薬 学 部  和 漢 薬 物 学 講 座  山 田 陽 城 教 授  

国 立 国 際 医 療 研 究 セ ン タ ー  

    国 際 感 染 症 セ ン タ ー 国 際 感 染 症 対 策 室  加 藤  康 幸 医 長  

東 京 医 科 大 学 八 王 子 医 療 セ ン タ ー  神 経 内 科  南 里 和 紀 教 授  

寺 本 内 科 ･歯 科 ク リ ニ ッ ク  内 科  寺 本 民 生 院 長  

日 本 薬 剤 師 会  山 本 信 夫 会 長  

東 京 医 科 大 学  睡 眠 学 講 座  井 上 雄 一 教 授  

第 250・ 251・ 252 回  秋 期 講 座 （ 9・ 10・ 11 月 ）  9 講 座 実 施  

〔 講 師 〕  

東 京 大 学 大 学 院 薬 学 系 研 究 科  育 薬 学 講 座  澤 田 康 文 教 授    

レ イ チ ェ ル ･カ ー ソ ン 日 本 協 会  上 遠 恵 子 会 長  

芝 大 門  い ま づ ク リ ニ ッ ク  今 津 嘉 宏 院 長  

国 立 ス ポ ー ツ 科 学 セ ン タ ー メ デ ィ カ ル セ ン タ ー  能 瀬 さ や か 医 師  

(株 )八 王 子 薬 剤 セ ン タ ー (東 京 薬 科 大 学 客 員 教 授 )  松 本 有 右 次 長  

東 京 医 科 大 学 循 環 器 内 科  山 科  章 主 任 教 授  

(有 )メ デ ィ フ ェ ニ ッ ク ス コ ー ポ レ ー シ ョ ン  

薬 局 つ ば め フ ァ ー マ シ ー  萩 田 均 司 代 表 取 締 役  

東 京 薬 科 大 学  薬 学 部  第 3 英 語 教 室  Er ic M. Skier 准 教 授  

京 都 大 学 医 学 部 附 属 病 院  薬 剤 部 部 長  松 原 和 夫 教 授  
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４  入 試 関 連 ・ 広 報 活 動  

(1) 平 成 28 年 度 入 試 実 施 状 況  

受 験 人 口 減 少 期 の な か 、 薬 学 部 は 推 薦 入 試 に お い て 6 年 制 移 行 後 最 大

の 志 願 者 数 を 集 め 、 一 般 入 試 に お い て は A 方 式 、 B 方 式 を 合 わ せ た 志 願

者 数 が 、薬 学 部 は ほ ぼ 前 年 度 並 み 、生 命 科 学 部 は 前 年 度 を 大 幅 に 上 回 る 結

果 と な り ま し た 。ま た 、大 学 院 に あ っ て は 、博 士（ 後 期 ）課 程 へ の 社 会 人

受 入 体 制 を 整 備 し 、薬 学 研 究 科 へ の 入 学 者 実 現 に 繋 げ ま し た 。さ ら に 、薬

学 研 究 科 薬 科 学 専 攻 修 士 課 程 に あ っ て は 、海 外 か ら の 向 学 心 旺 盛 な 学 生 の

受 入 れ が 実 現 し ま し た 。  

(2) 大 学 広 報 の 強 化  

平 成 26 年 度 全 面 的 に リ ニ ュ ー ア ル し た 大 学 ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て 、ア

ク セ ス 解 析 等 を 踏 ま え た 本 学 の ブ ラ ン ド 力 、情 報 発 信 力 強 化 を 図 り ま し た 。

ま た 、参 加 者 の 目 線 に 立 っ た オ ー プ ン キ ャ ン パ ス の 開 催 に 努 め る と と も に 、

教 職 協 働 に よ り 実 施 し た 出 張 講 義 、高 校 訪 問 等 を 通 じ 、受 験 生 等 の ス テ ー

ク ホ ル ダ ー に 対 す る 取 組 み を 種 々 展 開 し ま し た 。  

 

５  学 生 支 援 、 就 職 ・ キ ャ リ ア 支 援  

(1) 奨 学 金 制 度 の 充 実  

奨 学 金 申 請 学 生 が 年 々 増 加 す る 状 況 を 受 け 、入 学 前 の 保 護 者 向 け 説 明 会

を 開 催 す る 等 、奨 学 金 制 度 の 理 解 浸 透 、ま た 、事 務 手 続 き の 効 率 化 等 運 用

の 改 善 に 努 め ま し た 。  

奨 学 金 支 給 状 況 （ 平 成 27 年 度 ）  

【 学  部 】  

大 学 関 係 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  
学 生 数  

在 籍 学 生 数 に
対 す る 比 率 (%) 

東 京 薬 科 大 学 特 別 奨 学 金  給 付  92 2.5  

東 京 薬 科 大 学 一 般 奨 学 金  貸 与  97 2.7  

東 京 薬 科 大 学 東 薬 会 奨 学 金  貸 与  3 0.08  

応 急 援 助 奨 学 金  給 付  4 0.1  

緊 急 時 奨 学 金  貸 与  2 0.05  

災 害 奨 学 金  
(東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 援 助 )  

減 免  16 0.04  

災 害 奨 学 金  
(東 日 本 大 震 災 の 被 災 者 援 助 )  

貸 与  4 0.1  
  

日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  
学 生 数  

在 籍 学 生 数 に
対 す る 比 率 (%) 

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 一 種 )  貸 与  654 17.9  

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 二 種 )  貸 与  918 25.1  

 
※ 学 部 在 籍 学 生 数  3,648 人 （ 平 成 28 年 1 月 31 日 現 在 ）  
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【 大 学 院 】  

大 学 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  
学 生 数  

在 籍 学 生 数 に
対 す る 比 率 (%) 

東 京 薬 科 大 学 特 別 奨 学 金  給 付  9 4.1  

東 京 薬 科 大 学 一 般 奨 学 金  貸 与  4 1.8  
  

日 本 学 生 支 援 機 構 奨 学 金  

奨 学 金 の 種 別  支 給 形 態  
支 給 対 象  
学 生 数  

在 籍 学 生 数 に
対 す る 比 率 (%) 

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 一 種 )  貸 与  88 40.0  

日 本 学 生 支 援 機 構 (第 二 種 )  貸 与  9 4.1  

 
※ 大 学 院 在 籍 学 生 数  220 人 （ 平 成 28 年 1 月 31 日 現 在 ）  
 

(2) 学 生 の 健 康 維 持 、 促 進  

保 健 室 に お い て は 、定 期 健 康 診 断 を は じ め 、法 令 対 応 と し て も 必 要 な 有

機 溶 剤・特 定 化 学 物 質 健 康 診 断 の 確 実 な 実 施 に 努 め ま し た 。ま た 、学 生 相

談 室 に あ っ て は 、社 会 情 勢 の 変 化 に よ る 相 談 内 容 の 多 様 化 も 踏 ま え 、専 門

職 で あ る 臨 床 心 理 士 、精 神 科 医 の 他 、教 員 に よ る 相 談 員 を 設 け 対 応 し ま し

た 。さ ら に は 、学 生 生 活 健 康 調 査 、学 生 実 態 調 査 に よ り 学 生 生 活 全 般 に わ

た る 実 態 把 握 に 努 め ま し た 。  

ま た 、平 成 26 年 度 か ら の キ ャ ン パ ス 内 全 面 禁 煙 を 継 続 的 に 実 施 す る と

と も に 、 禁 煙 対 策 、 通 学 モ ラ ル 、 SNS 利 用 等 、 キ ャ ン パ ス マ ナ ー の 改 善

に 資 す る 啓 発 活 動 を 行 い ま し た 。  

(3) 障 害 者 差 別 解 消 法 へ の 対 応  

障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 障 害 者 差 別 解 消 法 ）

の 平 成 28 年 度 か ら の 施 行 を 踏 ま え 、障 害 の あ る 学 生 が 、障 害 の な い 学 生

と 分 け 隔 て ら れ る こ と な く 主 体 的 に 大 学 生 活 を 送 る た め の 支 援 を 円 滑 に

実 施 す る こ と を 目 的 に 、所 要 の 規 程 を 制 定 し 障 害 学 生 支 援 に 取 組 ん で い く

こ と と い た し ま し た 。  

(4) 学 生 の 就 職 力 向 上  

平 成 28 年 3 月 卒 ・ 修 了 学 生 の 就 職 活 動 ス ケ ジ ュ ー ル が 3 ヶ 月 後 倒 し

に な り 、大 手 企 業 の 就 職 活 動 期 間 が 短 期 間 と な っ た こ と を 受 け 、キ ャ リ ア

講 座 等 の 見 直 し 、各 種 ガ イ ダ ン ス・イ ベ ン ト 等 の 実 施 に お い て 、選 考 試 験

の サ ポ ー ト 体 制 を 強 化 す る と と も に 、個 別 進 路 相 談 、新 た に 自 己 PR 対 策

を 講 じ る 等 、学 生 個 別 の 対 応 を 強 化 す る こ と で 学 生 の 就 職 力 向 上 に 努 め ま

し た 。  

(5) 薬 学 部 実 務 実 習 体 制 の 充 実  

既 存 の 実 習 施 設 の 充 実 、ま た 新 規 施 設 の 確 保 を 図 り 、平 成 28 年 度 エ ン

ト リ ー 時 の 学 生 数 に 見 合 っ た 施 設 確 保 を 達 成 し ま し た 。ま た 、指 導 薬 剤 師

養 成 の ワ ー ク シ ョ ッ プ な ら び に ア ド バ ン ス ト ワ ー ク シ ョ ッ プ を 継 続 し て
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実 施 し 、質 の 高 い 指 導 薬 剤 師 の 確 保 に 努 め ま し た 。一 方 、平 成 31 年 度（ 一

部 30 年 度 ）よ り 開 始 さ れ る 改 訂 モ デ ル・コ ア カ リ キ ュ ラ ム に 基 づ く「 薬

学 実 務 実 習 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」を 遵 守 し た 実 習 を 行 う た め 、そ の 準 備

に 着 手 し ま し た 。  

 

６  学 術 交 流  

(1) 医 薬 工 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト  

本 学 は 、東 京 医 科 大 学 と 工 学 院 大 学 と の「 医 薬 工 連 携 に よ る 教 育・研 究

活 動 の 推 進 に 関 す る 協 定 」を 平 成 22 年 よ り 締 結 し て い ま す 。本 協 定 に 基

づ く プ ロ ジ ェ ク ト は 、3 大 学 の 特 長 を 活 か し て 医 学 、薬 学 及 び 工 学 の 連 携

に よ る 広 範 な 教 育・研 究 を 共 同 で 進 め て い く も の で あ り 、そ の 活 動 の 一 環

と し て 「 医 薬 工 3 大 学 包 括 連 携 推 進 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 定 期 的 に 開 催 し て

い ま す 。平 成 27 年 度 は 工 学 院 大 学 を 会 場 に シ ン ポ ジ ウ ム が 行 わ れ ま し た 。 

(2) 国 際 交 流  

本 学 は 、 国 際 的 視 野 を 持 っ た 学 生 、 大 学 院 生 、 教 職 員 の 育 成 を 目 指 し 、

こ れ ま で 30 年 も の 間 、主 に ア メ リ カ 、中 国 の 大 学・研 究 機 関 、ま た 近 年

は 韓 国 、台 湾 、ベ ト ナ ム 等 、本 学 に 有 意 義 と な る 交 流 事 業 の 展 開 を 念 頭 に

置 き 、活 動 を 推 進 し て き ま し た 。平 成 27 年 度 は 、従 来 の 活 動 に 加 え 主 に

次 の 事 業 が 実 施 さ れ ま し た 。  

   ① 嘉 南 薬 理 大 学 と 学 術 交 流 協 定 を 締 結  

     平 成 27 年 5 月 、台 湾 の 嘉 南 薬 理 大 学 と 学 術 交 流 協 定 を 締 結 し ま し た 。

本 協 定 の 締 結 に よ り 、今 後 、両 大 学 教 職 員 、学 部 学 生 の 交 流 、共 同 研 究 、

文 化 交 流 の 実 施 な ど 、 多 岐 に 亘 る 交 流 活 動 を 目 指 し ま す 。  

② ベ ト ナ ム サ イ ゴ ン ハ イ テ ク パ ー ク と の 交 流  

     平 成 27 年 7 月 、 ベ ト ナ ム の サ イ ゴ ン ハ イ テ ク パ ー ク よ り 、 学 生 派 遣

や 交 流 に つ い て の 申 し 入 れ が あ り 、 翌 年 2 月 に は 本 学 教 職 員 が 現 地 視

察 を 行 い ま し た 。  

③ 中 国 中 医 科 学 院 と の ダ ブ ル ・ デ ィ グ リ ー 制 度 に 関 す る 協 定 締 結  

平 成 27 年 11 月 、大 学 院 博 士 課 程（ 薬 学 ）に お け る「 ダ ブ ル・デ ィ グ

リ ー 協 定 」を 締 結 し ま し た 。こ れ に よ り 、今 後 、本 制 度 に 則 っ た プ ロ グ

ラ ム を 履 修 す る こ と で 、両 機 関 に お い て 博 士 号 を 同 時 に 取 得 で き る こ と

に な り 、双 方 の 更 な る 交 流 進 展 が 図 ら れ る と と も に 、国 の 方 向 性 に も 合

致 し た 、優 秀 な 学 生 の 受 入 れ 、派 遣 を 通 じ た 国 際 的 な 視 野 を も つ 人 材 育

成 等 、質 の 保 証 を 伴 っ た 大 学 間 交 流 の 促 進 と 国 際 競 争 力 の 向 上 に 資 す る

取 組 み が 構 築 さ れ ま し た 。  

 

７  自 己 点 検 ・ 評 価 、 情 報 の 公 開  

(1) 自 己 点 検 ・ 評 価 活 動  

本 学 は 、平 成 25 年 度 に 実 施 さ れ た 大 学 基 準 協 会 に よ る 認 証 評 価（ 大 学

基 準 に 適 合 認 定 ）に 続 き 、平 成 27 年 度 、薬 学 部 は 一 般 社 団 法 人 薬 学 教 育
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評 価 機 構 に よ る 6 年 制 薬 学 教 育 評 価 を 受 け 、平 成 28 年 3 月 1 日 付 け に

て薬学 部の 薬 学 教 育 プ ロ グ ラ ム が 、同 機 構 が 定 め る「 薬 学 教 育 評 価  評 価

基 準 」に 適 合 し て い る と 認 定 さ れ ま し た 。認 定 の 期 間 は 2023（ 平 成 35）

年 3 月 31 日 ま で と な り ま す 。  

(2) 大 学 情 報 の 公 開  

平 成 22 年 の 学 校 教 育 法 施 行 規 則 の 改 正 に よ り 、平 成 27 年 度 に お い て

も 規 定 に 則 し た 情 報 公 表 に 努 め ま し た 。ま た 、本 規 則 改 正 に 基 づ き 国 公 私

立 を 通 じ た 情 報 発 信 の 仕 組 み と し て 、平 成 26 年 度 よ り 大 学 ポ ー ト レ ー ト

の 運 用 が 開 始 さ れ 、 本 学 も 本 ポ ー ト レ ー ト （ 私 学 版 ）（ サ イ ト 管 理 ： 日 本

私 立 学 校 振 興・共 済 事 業 団 ）に 参 加 し 、教 育 機 関 と し て の 説 明 責 任 と 教 育

の 質 保 証 、向 上 と い う 責 務 を 果 た す べ く 本 取 組 み を 継 続 的 に 実 施 し ま し た 。 

 

8 組 織 基 盤 の 強 化  

(1) 大 学 ガ バ ナ ン ス の 確 立  

学 校 教 育 法 の 改 正 （ 平 成 27 年 4 月 施 行 ） に あ た り 、 学 長 の リ ー ダ ー

シ ッ プ 確 立 等 の ガ バ ナ ン ス 改 革 を 促 進 す る た め 、平 成 26 年 度 に お い て 副

学 長 、教 授 会 等 の 職 や 組 織 の 規 定 を 見 直 し 、関 係 規 程 の 新 設 、改 廃 を 平 成

27 年 4 月 1 日 付 け で 行 う と と も に 、 新 た な 規 則 に 基 づ き 、 学 長 が 校 務

を 統 括 し 、決 定 を 下 す た め の 審 議 組 織 と し て 、従 来 の 学 部 長 会 を 教 育 研 究

審 議 会 ・ 大 学 院 委 員 会 に 改 め 大 学 運 営 に あ た り ま し た 。  

ま た 、 平 成 27 年 度 よ り 副 学 長 に 太 田  伸 氏 が 就 任 し ま し た 。  

(2) FD、 SD 活 動 の 推 進  

大 学 全 体 の FD 実 施 委 員 会 と 各 学 部 に あ る FD 委 員 会 が 中 心 と な り 活 発

な 活 動 が 展 開 さ れ 、教 員 の 教 育 力 向 上 に 取 組 み ま し た（ 具 体 的 な 活 動 の 実

施 状 況 は 本 学 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 ） 。  

http://www.toyaku.ac. jp/about/fd-sd/fd 

一 方 、 SD 活 動 に つ い て は 、平 成 27 年 度 に 活 動 方 針 を 定 め 、そ の 方 針

に 基 づ き 、外 部 研 修 の 受 講 、ま た Ｓ Ｄ 研 修 と し て「 障 害 学 生 修 学 支 援 を 考

え る 」を テ ー マ に 、問 題 解 決 の た め の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 す る 等 、事 務

職 員 の 知 識 習 得 や 資 質 向 上 の 取 組 み を 実 施 し ま し た 。  

(3) 業 績 評 価 制 度 体 制 の 構 築  

教 員 の 教 育・研 究 活 動 の 業 績 に つ い て 、全 学 統 一 の 評 価 基 準 の 策 定 を 目

指 し 取 組 み 、そ の た め の 基 礎 デ ー タ と も な る 、各 教 員 の 教 育 研 究 情 報 を 一

元 管 理 す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 直 近 年 度 ま で の 情 報 を 蓄 積 し 、評 価 制

度 導 入 へ 向 け た 体 制 準 備 を 図 り ま し た 。  

(4) IR（ Inst i tut ional Research） 活 動 の 推 進  

IR の 活 動 母 体 と な る IR 推 進 会 議 の 活 動 方 針 を 定 め 、 IR の 目 的 で あ る 、

大 学 が 保 有 す る す べ て の 情 報 の 収 集 、管 理 、分 析 、可 視 化 を 図 り 、経 営 判

断 、長 期 計 画・政 策 、教 育 改 善 、質 保 証 及 び 大 学 運 営 の 改 善 に 資 す る 答 申 、

報 告 、 政 策 提 案 を 行 う も の と し ま し た 。 本 方 針 を 踏 ま え 、 本 学 IR 実 施 体

http://www.toyaku.ac.jp/about/fd-sd/fd
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制 を 整 備 す る た め の 取 組 み を 平 成 31 年 度 ま で を 目 途 に 逐 次 展 開 し て い

く こ と と し ま し た 。ま た 、本 活 動 の 専 門 性 、重 要 性 に 鑑 み 、今 後 、専 門 部

署 の 設 置 に つ い て 併 せ て 検 討 を 図 り ま す 。  

(5) リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 体 制 の 確 立  

近 年 自 然 災 害 が 多 発 し て い る 実 状 も 踏 ま え 、危 機 管 理 企 業 と 連 携 し 、平

成 26 年 度 よ り 災 害 用 備 蓄 品（ ハ ー ド 面 ）の 増 強 と 自 衛 消 防 組 織 の 再 編 成

（ ソ フ ト 面 ）の 取 組 み を 開 始 し ま し た 。平 成 27 年 度 は 、ハ ー ド 、ソ フ ト

両 面 の 充 実 を 図 り 、自 衛 消 防 活 動 ガ イ ド を 作 成 、全 職 員 へ 配 付 し 、新 た な

マ ニ ュ ア ル に 基 づ く 自 衛 消 防 訓 練 を 実 施 す る こ と で 、災 害 発 生 時 迅 速 に 対

応 で き る 組 織 体 制 の 構 築 作 り を 進 め ま し た 。  

(6) 一 般 財 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 所 、  

一 般 財 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 附 属 ヘ ル ス ケ ア 研 究 所 と の 事 業 連 携  

平 成 27 年 7 月 、 本 学 は （ 一 財 ） 東 京 薬 科 大 学 附 属 ヘ ル ス ケ ア 研 究 所

を 新 設 し ま し た 。 ヘ ル ス ケ ア の 3 本 柱 で あ る 医 療 、 介 護 、 福 祉 の 領 域 に

お け る 学 会 運 営・活 動 を 主 導 す る こ と で 、臨 床 に 強 い 本 学 の ブ ラ ン ド 化 を

進 め て い き ま す 。ま た 、（ 一 財 ）東 京 薬 科 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 所 に あ っ

て は 、研 究 奨 励 、教 育 研 究 環 境 充 実 へ の 助 成 及 び 社 会 医 療 に 関 す る 各 種 事

業 を 展 開 す る と と も に 、平 成 27 年 度 は 卒 後 教 育 講 座 、中 国 医 学 実 践 講 座

等 の 運 営 に 連 携 し て あ た り ま し た 。  

(7) 東 薬 会 、 後 援 会 と の 連 携 推 進  

一 般 社 団 法 人 東 京 薬 科 大 学 同 窓 会 東 薬 会 と は 、 卒 後 教 育 講 座 へ の 後 援 、

ホ ー ム カ ミ ン グ デ イ の 共 催 等 大 学 事 業 に 連 携 し て あ た り ま し た 。ま た 、東

京 薬 科 大 学 後 援 会 に は 学 生 の 修 学 や 学 生 生 活 へ の 援 助 を 賜 り 、一 人 ひ と り

の 学 生 が よ り 充 実 し た 大 学 生 活 を 送 れ る よ う 、学 生 福 利 厚 生 を 中 心 に 多 岐

に わ た る 支 援 を い た だ き ま し た 。  

 

９  教 育 研 究 環 境 の 整 備  

(1) 社 会 医 療 研 究 セ ン タ ー ・ 大 学 附 属 薬 局 の 運 営  

本 学 は 平 成 24 年 に 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 所 を 設 立 、 平 成 26 年 6 月 、

東 海 大 学 医 学 部 付 属 八 王 子 病 院 前 に 大 学 附 属 社 会 医 療 研 究 セ ン タ ー を 開

設 し 、施 設 内 に 同 研 究 所 が 運 営 す る 日 本 最 大 級 の 規 模 の 附 属 薬 局 を 併 設 し

ま し た 。薬 学 生 の 十 分 な 研 修 ス ペ ー ス を 確 保 し た 実 務 実 習 研 修 施 設 で あ る

同 セ ン タ ー は 、 平 成 27 年 度 、 文 部 科 学 省 よ り 「 施 設 全 体 を 校 舎 と す る 」

証 明 を 受 け ま し た 。こ の こ と は 全 国 で も 極 め て 稀 有 な ケ ー ス で あ り 、学 生

の 教 育 の 場 と し て も 本 施 設 が 有 益 に 活 用 さ れ て い く 見 通 し と な り ま し た 。 

(2) 施 設 の 老 朽 化 対 策 、 環 境 配 慮 活 動 等  

本 学 が 八 王 子 に 移 転 し て 40 年 が 経 過 す る な か で 、移 転 時 建 設 さ れ た 建

物 、特 に 研 究 1・2 号 館 は 老 朽 化 、ま た 環 境 法 令 等 へ の 対 応 に 伴 い 、抜 本

的 対 策 が 必 要 と な っ て い ま す 。そ の た め 、施 設 の 延 命 措 置 を 講 じ つ つ 、近

い 将 来 の 施 設 改 修 に 向 け 、リ ニ ュ ー ア ル に 係 る 委 員 会 を 設 置 し 検 討 を 進 め
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ま し た 。  

平 成 27 年 度 に 実 施 し た 主 な 改 修 工 事 ・ 設 備 更 新           

教 育 1 号 館 講 義 室 天 井 耐 震 補 強 工 事  等  

教 育 3 号 館 エ レ ベ ー タ ー 更 新 工 事  

共 焦 点 レ ー ザ ー 走 査 型 顕 微 鏡  等  

学 生 駐 車 場 増 設 工 事  

一 方 、本 学 環 境 方 針 に 基 づ き 、年 度 計 画 に よ り 環 境 保 全 、改 善 活 動 に 継

続 し て 取 組 む と と も に 、 各 種 環 境 法 令 を 踏 ま え た 対 応 に 努 め ま し た 。   

(3) IT 推 進 体 制 の 整 備  

高 度 情 報 化 社 会 、知 識 基 盤 社 会 の な か 、本 学 も 多 方 面 に ネ ッ ト ワ ー ク を

展 開 し 、多 数 の 機 器 及 び コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を 運 用 し て い ま す 。事 業 執

行 に あ た っ て は 、 情 報 教 育 研 究 セ ン タ ー 、 情 報 シ ス テ ム 課 を 配 置 し 、 IT

推 進 の 体 制 整 備 を 構 築 し て き ま し た 。平 成 27 年 度 は 、本 学 ネ ッ ト ワ ー ク

基 盤 シ ス テ ム の う ち 、更 新 時 期 を 迎 え た サ ー バ 等 を リ ニ ュ ー ア ル し 、各 シ

ス テ ム の 安 定 化 、保 守・管 理 の 効 率 化 、合 理 化 を 進 め ま し た 。ま た 、予 算

規 模 が 膨 大 化 し て い る IT 関 係 費 用 対 策 と し て 、 保 守 対 象 機 器 等 の 見 直 し

を 行 い 、 次 年 度 か ら の ネ ッ ト ワ ー ク 保 守 費 予 算 の 削 減 化 を 図 り ま し た 。  

(4) 都 心 キ ャ ン パ ス の 検 討  

    大 学 全 入 時 代 、 2018 年 問 題 等 を 背 景 に 、 定 員 の 確 保 や よ り 質 の 高 い

学 生 を 獲 得 す る た め 、多 く の 大 学 が 郊 外 等 か ら の 都 心 回 帰 に 取 組 み 、実 績

を 上 げ て い る 大 学 が 多 々 生 じ て い ま す 。こ れ か ら の 厳 し い 時 代 を 乗 り 越 え 、

安 定 し た 大 学 経 営・運 営 を 展 開 す る た め の 方 策 の 一 つ と し て 、都 心 キ ャ ン

パ ス 設 置 に つ い て 継 続 的 に 検 討 を 進 め ま し た 。  

(5) 学 生 の 通 学 利 便 性 向 上 の た め の 対 策  

平 成 26 年 11 月 17 日 よ り 豊 田 駅 南 口 か ら の ス ク ー ル バ ス 運 行 が 開 始

さ れ 、大 学 ま で の 所 要 時 間 の 大 幅 な 短 縮 が 実 現 し 、そ の 後 も 概 ね 順 調 な 運

行 が 行 わ れ ま し た 。現 在 再 開 発 事 業 が 進 ん で い る 豊 田 駅 南 口 周 辺 の 動 向 も

踏 ま え 、今 後 も ス ク ー ル バ ス 、路 線 バ ス 運 行 の 更 な る 改 善 の た め 多 面 的 な

検 討 を 継 続 し て い き ま す 。  

(6) 本 学 史 料 館 開 設 準 備  

    本 学 は 日 本 最 古 の 私 立 薬 学 教 育 機 関 で あ り 、そ の 責 務 の 一 端 も 併 せ 持 つ 、

日 本 の 薬 学 史 を 俯 瞰 す る 史 料 を 備 え た「 史 料 館 」開 設 に 向 け 、委 員 会 を 設

置 し 準 備 を 進 め ま し た 。  

 

10 財 政 戦 略  

(1) 予 算 の 選 択 ・ 集 中 と 経 費 節 減 の 両 立  

本 学 の 財 政 は 、長 期 的 な 視 野 に 立 て ば 、光 熱 水 費 の 高 騰 、人 件 費 支 出 及

び 委 託 料 支 出 の 増 加 等 に よ り 支 出 増 が 見 込 ま れ る 要 因 が 多 々 あ り 、一 層 収

支 バ ラ ン ス に 留 意 し つ つ 予 算 執 行 を 行 う 必 要 が あ り ま す 。そ の た め 、平 成

28 年 度 よ り 業 務 目 的 別 予 算 管 理 方 式 を 導 入 す べ く 、平 成 27 年 度 に そ の
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イ ン フ ラ 準 備 を 行 い ま し た 。当 該 方 式 を 導 入 す る こ と で 、よ り 厳 密 な 予 算

執 行 管 理 が 可 能 と な り 、無 駄 な 出 費 を 排 除 し つ つ 予 算 と 決 算 の 乖 離 幅 を 縮

小 で き る こ と が 見 込 ま れ ま す 。平 成 28 年 度 以 降 も よ り 一 層 の 緊 縮 財 政 と

質 の 高 い 教 育 ・ 研 究 と そ れ に 伴 う 環 境 整 備 へ の 投 資 と い う こ と を 考 慮 し 、

予 算 の 選 択・集 中 と 経 費 節 減 の 両 立 を 目 指 し ま す 。一 方 、各 学 部 に 起 因 す

る 収 入 に 相 応 し た 予 算 編 成 、更 な る 経 営 健 全 性 の 担 保 、予 算 の 精 度 向 上 等

の 観 点 か ら 、学 部 毎 の 独 立 採 算 制 導 入 に 向 け た 取 組 み を 図 る こ と に な り ま

し た 。今 後 、平 成 28 年 度 の 予 算 執 行 実 績 を 踏 ま え 、よ り 詳 細 な 検 証 を 行

っ た 上 、平 成 29 年 度 か ら の 導 入 を 目 途 と し 具 体 的 な 実 施 方 法 を 検 討 し て

い き ま す 。  

(2) 東 京 薬 科 大 学 基 金 の 充 実  

平 成 26 年 度 に 創 設 し た「 東 京 薬 科 大 学 基 金 」は 、寄 附 者 の 意 向 を よ り

反 映 で き る よ う 使 途 を 指 定 す る こ と を 可 能 と し 、本 学 諸 活 動 へ の 多 岐 に わ

た る 支 援 と 協 力 を 募 る も の で す 。平 成 27 年 度 は 基 金 運 営 委 員 会 に よ り 寄

附 対 象 事 業 の 使 途 方 法 を 決 定 し 、 具 体 的 な 活 動 が 展 開 さ れ ま し た 。 ま た 、

本 基 金 に 日 本 私 立 学 校 振 興・共 済 事 業 団 の 受 配 者 指 定 寄 附 金 制 度 を 活 用 し

寄 附 金 実 績 を 得 ま し た 。  
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Ⅲ　財務の概要

１　決算の概要

２　経年比較  ※各計算書において、下3桁を未表示としています。

貸借対照表 (単位：千円)

　資産の部 　資産の部

　科　　　目 平成25年度 平成26年度 　科　　　目 平成27年度 27年－26年 増減率

固定資産 25,823,435 26,071,170 固定資産 26,293,174 222,004 0.9%

流動資産 2,883,932 3,023,958 流動資産 3,290,915 266,957 8.8%

28,707,367 29,095,128 29,584,089 488,961 1.7%

　負債の部・基本金の部・消費収支差額の部 　負債の部及び純資産の部

　科　　目 平成25年度 平成26年度 　科　　目 平成27年度 26年－25年 増減率

固定負債 3,315,362 3,159,086 固定負債 3,152,767 △ 6,319 -0.2%

流動負債 1,595,099 1,478,818 流動負債 1,451,452 △ 27,366 -1.9%

計 4,910,461 4,637,905 計 4,604,220 △ 33,685 -0.7%

31,351,948 32,069,222 第１号基本金 32,366,182 296,960 0.9%

200,000 400,000 第２号基本金 600,000 200,000 50.0%

400,000 400,000 第３号基本金 400,000 0 0.0%

521,000 554,000 第４号基本金 554,000 0 0.0%

計 32,472,948 33,423,222 計 33,920,182 496,960 1.5%

繰越収支差額 △ 8,940,312 25,687 -0.3%

計 24,979,869

28,707,367 29,095,128 29,584,089 488,961 1.7%

（参考） （参考）

23,796,906 24,457,223 24,979,869 522,646 2.1%

※ 正味資産＝資産－負債（＝基本金＋消費収支差額） ※ 純資産＝資産－負債（＝基本金＋繰越収支差額）

14,084,874 14,921,322 15,831,490 910,168 6.1%

平成27年度決算の概要として、事業活動収支において、基本金組入前当年度収支差額が約5.2億円となり､収入が支
出を上回る決算となりました。
教育活動収支差額、教育活動外収支差額及び特別収支においてプラスとなり、当年度収支差額が収入超過となって
おります。
資金収支においては、引当特定資産の取り崩し等は実施せず、第2号基本金となる校舎等整備引当特定資産等につ
いて約8.6億円の繰入を実施いたしました。
また、純資産については約249億円となり、前年度と比較して約5.2億円の増加となりました。

合　　　計

合　　　計

基
本
金

第１号基本金
(土地､建物､機器他)
第２号基本金

第３号基本金
(奨学金引当特定資産)

第４号基本金
(恒常的支払資金)

消費収支差額の部　　計
△ 8,676,041

( 翌年度繰越消費支出超過額 )

(1)

備　　　 考

備　　　 考

負
債

基
本
金

(単位：千円)

負
債

純
資
産

合　　　計

△ 8,965,999

合     計

純  資  産正　　 味　　 資　　 産

減価償却額の累計額減価償却額の累計額

＊ 基本金について
学校法人は、大学の教育研究その他諸活動を行うために校地､校舎､機器･備品､図書等の資産を保有しています。それら保
有資産のうち教育研究に必要な資産は、教育水準の維持向上と大学の円滑な運営を図る観点から常に維持しなければなら
ないことになっております。これら必要な資産の維持状況を金額で示したものが基本金です。
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収支計算書

ア）資金収支計算書 (単位：千円) (単位：千円)

  収入の部   収入の部

  科      目 平成25年度 平成26年度   科      目 平成27年度

学生生徒等納付金収入 7,128,943 7,058,687 学生生徒等納付金収入 7,110,440

手数料収入 171,142 156,269 手数料収入 155,910

寄付金収入 57,842 75,285 寄付金収入 53,084

補助金収入 925,375 886,945 補助金収入 857,733

資産運用収入 46,788 68,373 資産売却収入 0

資産売却収入 0 159,000 付随事業・収益事業収入 231,223

事業収入 200,263 196,195 受取利息・配当金収入 36,822

雑収入 322,382 217,983 雑収入 265,426

借入金(学債)収入 15,100 16,100 借入金等収入 13,700

前受金収入 925,435 1,010,447 前受金収入 992,617

その他の収入 1,582,890 527,138 その他の収入 371,593

資金収入調整勘定 △ 1,410,356 △ 1,096,635 資金収入調整勘定 △ 1,200,287

当 年 度 収 入 合 計 9,965,804 9,275,787 当 年 度 収 入 合 計 8,888,261

前年度繰越支払資金 2,243,502 2,553,499 前年度繰越支払資金 2,847,923

収入の部合計 12,209,310 11,829,290 収入の部合計 11,736,187

  支出の部   支出の部

  科      目 平成25年度 平成26年度   科      目 平成27年度

人件費支出 3,939,273 3,811,492 人件費支出 3,828,182

教育研究費支出 2,439,483 2,364,470 教育研究費支出 2,394,851

管理経費支出 588,328 624,038 管理経費支出 552,744

借入金等利息支出 26,914 23,591 借入金等利息支出 20,268

借入金等返済支出 218,500 210,200 借入金等返済支出 191,330

施設関係支出 1,233,189 427,791 施設関係支出 136,828

設備関係支出 447,040 351,908 設備関係支出 265,486

資産運用支出 892,538 848,903 資産運用支出 1,157,791

その他の支出 196,750 419,977 その他の支出 179,958

資金支出調整勘定 △ 326,209 △ 101,007 資金支出調整勘定 △ 84,774

当 年 度 支 出 合 計 9,655,806 8,981,363 当 年 度 支 出 合 計 8,642,664

次年度繰越支払資金 2,553,499 2,847,923 翌年度繰越支払資金 3,093,520

支出の部合計 12,209,310 11,829,290 支出の部合計 11,736,187

イ）活動区分資金収支計算書

基準改正前は作成なしのため省略

(2)

資金収支計算書は、大学の１年間の活動状況をお金の動きで捉えたものです。
企業会計のキャッシュフロー計算書とほぼ同様の計算目的を持つもので、施設・設備の取得や借入金(負債)等をも含めた
当年度の諸活動に対応するものはすべて計上します。年度末にお金（いつでも引き出すことができる現金預金)がいくらあ
るかを表します。
平成27年度学校法人会計基準の改正で、付随事業・収益事業収入や受取利息・配当金収入など勘定科目の若干の変
更はありますが、ほとんど従来どおりとなっております。
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事業活動収支計算書（旧：消費収支計算書）

(単位：千円) (単位：千円)

　消費収入の部

　科    目 平成25年度 平成26年度

7,128,943 7,058,687 ※1

171,142 156,269

127,715 132,164

925,375 886,945 ※2

46,788 68,373

0 120,000

200,263 196,195

322,382 217,983

8,922,611 8,836,619

△ 1,481,869 △ 950,273

7,440,742 7,886,345

　消費支出の部

　科    目 平成25年度 平成26年度

4,041,972 3,853,834 ※3

3,448,904 3,421,755 ※4

1,004,523 1,050,079

788,409 843,350 ※5

200,080 219,311

26,914 23,591

35,281 33,772

0 0

8,341,481 8,176,302

581,130 660,317 ※7'

△ 900,739 △ 289,957

7,775,302 8,676,042

- -

8,676,041 8,965,999

※1 学生生徒等納付金とは、学生からの授業料､入学金､施設費などの収入です。

※2 経常費補助金は国庫補助金で､学生生徒等納付金に次ぐ収入源となっています。

 なお、新会計基準では施設設備に係る補助金については、特別収入となります。

※3 人件費は､教職員の給与･期末手当･退職金等の支出となります。

※4 教育研究経費とは､教育研究活動に必要なすべての諸経費です。

※5 管理経費とは、総務や経理など法人業務や学生募集の経費などです。

※6 経常収支差額は、教育活動収支差額(a)と教育活動外収支差額(b)の合計です。

 教育事業を中心とした経常的な収支のバランスを表します。

※7 基本金組入前当年度収支差額は、改正前会計基準の帰属収支差額（※7'）となります。

 大学が運営する事業活動の収入の合計（※8）から事業活動の支出の合計（※9）を差し引いた、実質的な当期利益となります。

(B-C) 当年度消費収支差額

前年度繰越消費支出超過額

基本金取崩額

翌年度繰越消費支出超過額

借入金等利息

資産処分差額

徴収不能額

(C) 消費支出の部合計

(A-C) 帰属収支差額

人件費 

教育研究経費

(内減価償却額)

管理経費

(内減価償却額)

ウ）

学生生徒等納付金 

手数料

寄付金

補助金

資産運用収入

資産売却差額

事業収入

雑収入

(A) 帰属収入 合計

基本金組入額合計

(B) 消費収入の部合計

事業活動収支計算書は学校法人の経営状況が健全であるかどうかを示すもので､いわば企業会計の損益計算書にあ
たるものです。事業活動収入の合計が企業会計でいう収益で、事業活動支出の合計が費用にあたります。
この事業活動収支差額が基本金組入前当年度収支差額となります。また、そこから資産の取得(施設･設備の購入)相当
額等を基本金組入額として控除した額を当年度収支差額としています。

平成27年度
学生生徒等納付金 7,110,440 ※ 1
手数料 155,910
寄付金 62,860
経常費等補助金 802,425 ※ 2
付随事業収入 231,223
雑収入 265,426
教育活動収入計 8,628,286

人件費 3,898,198 ※ 3
教育研究経費 3,459,292 ※ 4

（内減価償却額） 1,053,623
管理経費 776,779 ※ 5

（内減価償却額） 224,034
徴収不能額等 396
教育活動支出計 8,134,666

493,619 (a)

受取利息・配当金 36,822
その他の教育活動外収入 0

36,822
借入金等利息 20,268
その他の教育活動外支出 0
教育活動外支出計 20,268

16,554 (b)

510,173 ※ 6

資産売却差額 0
その他の特別収入 118,722
特別収入計 118,722
資産処分差額 3,449
その他の特別支出 102,800
特別支出計 106,249

12,472
522,646 ※ 7

△ 496,960
25,686

△ 8,965,999

△ 8,940,312

8,783,830 ※ 8
8,261,184 ※ 9

経常収支差額

事業活動支出計

収
入

支
出

基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

事業活動収入計

特
別
収
支

収
入

支
出

特別収支差額
基本金組入前当年度収支差額

教育活動収支差額

教
育
活
動
収
支

科    目

教
育
活
動
外
収
支

収
入

教育活動外収入計

支
出

教育活動外収支差額
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３　本法人の主な財務比率

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

帰属収入-消費支出 基本金組入前当年度収支差額

帰属収入 事業活動収入

消費支出 事業活動支出
消費収入 事業活動収入-基本金組入額

学生生徒等納付金 学生生徒等納付金
帰属収入 経常収入

人件費 人件費
帰属収入 経常収入

教育研究経費 教育研究経費
帰属収入 経常収入

管理経費 管理経費
帰属収入 経常収入

流動資産 流動資産
流動負債 流動負債

総負債 総負債
自己資金 純資産

自己資金 純資産
総資金 総負債+純資産

教育活動資金収支差額
教育活動資金収入計

※なお、指標におけるグラフ表示については、基準改正に伴い経年比較が困難なため、これを省略します。

流動比率

負債比率

純資産構成比率

教育活動資金収支差額比率
教育活動資金収支差額の教育活動収入に占める割合を示し、学校法人の本業である「教育活動」でキャッシュフローが生み出せているかを測る比率
です。

流動負債に対する流動資産の割合を示す比率です。1年以内に償還又は支払わなければならない流動負債に対して、現金預金及び1年以内に現
金化が可能な流動資産がどの程度用意されているかという短期的な支払能力を判断する重要な指標のひとつで、一般的には200％以上であれば優
良とみなされます。

他人資金と自己資金との割合で、他人資金である総負債が自己資金である純資産を上回っていないか測る指標であり、100％以下で低い方が望まし
いとされています。

純資産の「総負債及び純資産の合計額」に占める構成割合で、学校法人の資金の調達源泉を分析する上で、最も重要な指標です。この比率が高い
ほど財政的には安定しており、逆に50％を下回る場合は他人資金が自己資金を上回っていることを示します。

教育研究経費比率

管理経費比率

※ 自己資金＝基本金+消費収支差額

※ 総資金＝負債+基本金+消費収支差額

※ 経常収入＝教育活動収入計+教育活動外収入計

事業活動収支差額比率

教育研究経費の経常収入に占める割合を示す比率です。教育研究経費は教育研究活動の維持・充実のために不可欠なものであり、収支均衡を失
しない範囲内で高くなることが望ましいとされています。

管理経費の経常収入に占める割合を示す比率です。管理経費は教育研究活動以外の目的で支出される経費であり、学校法人の運営のため、ある
程度の支出はやむを得ないものの、比率としては低い方が望ましいとされています。

【新会計基準における財務関係比率について】

事業活動収入に対する基本金組入前の当期収支差額が占める割合で、この比率がプラスで大きいほど自己資金が充実し、財政面での将来的な余
裕につながるものです。

事業活動収入から基本金組入額を控除した額に対する事業活動支出が占める割合を示す比率です。一般的には、収支が均衡する100％前後が望
ましいと考えれるが、臨時的な固定資産の取得等の影響により、一時的に比率が上昇する場合があります。

学生生徒等納付金の経常収入に占める割合を示す比率です。学校法人の事業活動収入の中で最大の割合を占めており、外部要因に影響されるこ
との少ない重要な自己財源であることから、この比率が安定的に推移することが望ましいとされています。

人件費の経常収入に占める割合を示す比率です。人件費は学校における最大の支出要素であり、この比率が適正水準を超えると経常収支の悪化
に繋がる要因ともなります。

基本金組入後収支比率

学生生徒等納付金比率

人件費比率

82.8% 84.0%

156.6% 180.8% 204.4%

21.4% 20.6% 18.9%

8.8% 9.5%

7.4%

103.2% 112.1% 103.6%

79.8% 79.9% 79.8%

6.5%

45.3% 43.6%

38.1% 38.6% 38.7%

流動比率

負債比率

自己資金構成比率

7.0%

44.8%

8.8%

82.3%

226.7%

18.4%

84.4%

21.1%

帰属収支差額比率

消費収支比率

学生生徒等納付金比率

人件費比率

教育研究経費比率

管理経費比率

流動比率

負債比率

純資産構成比率

教育活動資金収支差額比率

5.9%

99.6%

8.9%

事業活動収支差額比率

基本金組入後収支比率

学生生徒等納付金比率

人件費比率

教育研究経費比率

管理経費比率

82.0%

44.9%

39.9%
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帰属収入と学生生徒等納付金の推移単位：百万円

※平成27年度は事業活動収入
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